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《6月21日～7月7Elは｢ライトダウンキャンペーン2013｣です》遜

照度検査の結果について

1.場所:〇年○組教室 

2.検査時間:午後1時50分 

3.天候:くもり 

塾　　平成25年6月 18日(火)実施

6月1 8日に学校薬剤師の辰本洋子先生(もみ
じが丘薬局)が､本年度1回目の教室､特別教室
等の｢照度検査｣をしてくださいました｡くもりの日
だったので､教室はうす暗い感じでしたが､窓側
は明るくて､窓側1列消灯しても照度は十分でし
た｡いろいろとご指導くださいましたのお知らせし
ます｡2回目は､ 10月に実施します｡

* ｢教室｣および｢黒板｣の､ ｢照度｣および｢まぶしさ｣について検査しました｡
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《検査結果》

消灯していても､窓側は1,500ルクス以上ありましたoろうか側は200ルクス以下､まん中は300

ルクスで点灯しなければなりませんでした｡ (点灯すれば､ 600-1000ルクス｡ )

窓側の一番前とろうか側のまん中との照度の差が､消灯時1 6:1で大きく､望ましいとされる

基準に適合しません｡ (最低基準の20:1は超えていませんo )点灯した場合は､約5‥1にな

り､望ましいとされる基準に適合しています｡くもりだったこともあり､まぶしさは感じられません

でした｡
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;　《判定基準》 (抜粋)　妻

i *教室および黒板の照度は､下限値が劃
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Lo_Qルクスで500ルクス以上が望ましい⊥ !

! *教室及び黒板のそれぞれの最大監星!
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巨まぶしさの判定基準は､ ①生徒から郎

lて､黒板面の外側150以内の範囲に酎
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悟の軌､光源(昼光の場合は窓)がない一
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巨とo ②見え方を妨害するような光沢が､ !

底板面及び机上面にないこと.　!--,-,-I-----------------J

検査結果　感感

ろうか側

mM　　　窓側

ろうか側

《電気を調節して､省エネに取り組みましょう》

《学校薬剤師　辰本先生から》　這j葛慧@喜　　　　　　　　　t
l
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* <もりの日でも､ E]が少し差していれば､窓側の列は電気を消しても十分な明

るさです｡晴れた白など､十分に採光が取れるときには､教室の電気を全部つけ!

≡とこcT追喜喜喜警≡慧芸…志志し誓…三芸芸芸…霊宝… …呈J:害者
*今回は､使用していないのに電気をつけたままにしているクラスはありませ;

んでしたが､扇風機がつけっぱなしになっていました｡ ｡教委斉停円( ,ない{司
J

には単神灯や扇風機をミ削ノまL /ようo

*むだに電気を使わないようにしてください｡地球全体の環境にも

配慮できる生徒になって欲しいと思います｡

くもりの日には窓側1列､天気の良い日には蛍光灯を窓側2列消しても大丈夫!

使わない教室の電気は消そう!


